
臨床検査の意義
－診断・治療の根拠となるー

図

病歴
（主訴・現病歴・既往歴
家族歴・生活歴）

身体所見
（全身状態・局所状態）

・放射線検査
（X-p、CT、AG）

・MRI検査
・核医学検査（RI）

・血液検査
・生化学検査
・免疫・血清検査
・一般検査（尿・便）
・微生物検査
・輸血検査
・病理検査

・心電図検査
・超音波検査
・呼吸機能検査
・脳波検査
・神経伝導速度検査
・筋電図検査

画像検査 検体検査 生理検査

「臨床検査診断」

医師の判断

「画像診断」


